
〒 2 7 6 - 0 0 3 3
千 葉 県  八 千  代 市 八 千  代 台 南 1- 3 - 3  山 萬 八 千  代 台 ビ ル １ 階
T E L 0 4 7- 4 0 9 - 5 8 4 2 　 　 F A X 0 4 7- 4 0 9 - 5 8 4 3  

地 元
事 務 所

〒 1 0 0 - 8 9 8 1
東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 2 - 1  衆 議 院 第 一 議 員 会 館 4 1 7 号 室
T E L 0 3 - 3 5 0 8 - 7 6 1 7 　 　 F A X 0 3 - 3 5 0 8 - 3 9 9 7

国 会
事 務 所

各 種 行 事 の ご 案 内

フ ァ ッ ク ス マ ガ ジ ン 、 メ ー ル マ ガ ジ ン を 配 信
お  申  込  み  、 お  問  い  合  わ  せ  は  、 電  話 （  地  元  事  務  所  ） 、
メ ー ル ま た は  ホ ー ム ペ ー  ジ  か ら お  願  い し ま す 。
お  申  込  み  、 お  問  い  合  わ  せ  は  、 電  話 （  地  元  事  務  所  ） 、
メ ー ル ま た は  ホ ー ム ペ ー  ジ  か ら お  願  い し ま す 。

会 費
無 料後 援 会 に 入 会 し ま せ ん か

既 に 後 援 会 会 員 の 方 で メ ー ル ア ド レ ス を 未 登 録 の 方 は 、
地 元 事  務 所 ま で ご 連  絡 下 さ い

小 林 鷹 之

P r o fil e

東 京 大 学 法 学 部 卒 業 。 ハ ー バ ー ド 大 学 行 政 大 学 院 修 了 。 財 務 省
課 長 補 佐 、 外 交 官 を 経 て 現 在 衆 議 院 議 員 4 期 目 。 経 済 安 全 保 障
担 当 大 臣 、 内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （ 科 学 技 術 ・ 宇 宙 ） な ど を 歴 任 。

成 田 国 際 空 港 推 進 議 連 で
「 新 し い 成 田 空 港 構 想 」 に つ い て 議 論 。

知 財 戦 略 調 査 会 長 や 各 種 事 務 局 長
と し て  政  策  立  案

セ ミ ナ  ー  等  で の 講  演セ ミ ナ  ー  等  で の 講  演セ ミ ナ  ー  等  で の 講  演セ ミ ナ  ー  等  で の 講  演

予 算  委  員  会  理  事 と し て  採  決  前 の  討  論

防 衛 財 源 検 討 特 命 委
の 事 務 局 長 と し て 。

予 算 委 員 会
分 科 会 委 員 長 役

今 年 は 地 元 小 学 生 の 約 3 0 校 が 国 会
見 学 に 来 て く れ ま し た 。

第 1 7 回 飛 鷹 会 朝 食 勉 強 会
は 峯 村 健 司 氏 に よ る
中 国 と 台 湾 と の 関 係 に 関 す る 講 演

八 千 代 市 消 防 団
歳 末 警 戒

習 志 野 駐 屯 地 第 一
空 挺 団 の 初 降 下 訓 練

大 学 院 大 学 の 講 座 に て 講 演

同 僚 の セ ミ ナ ー で 講 演 と 対 談

朝 の 駅 頭 、 街 頭 演 説 、 国 政 報 告 会 は 続 け て い ま す

国 会 活 動国 会 活 動

櫻  井 よ し こ 氏 の
言 論 テ レ ビ 出 演

東 京 で 朝 食 勉 強 会 を 開 催東 京 で 朝 食 勉 強 会 を 開 催

花 見 川 区
花 園 地 区 後 援 会

地 元 行 事 も

　 　 徐 々 に 復 活 ！

地 元 行 事 も

　 　 徐 々 に 復 活 ！
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討 議 資 料
自 民 党 千 葉 二 区 支 部 小 林 鷹 之 事 務 所 発 行

（ 千 葉 市 花 見 川 区 ・ 八 千 代 市 ）

H P

小 林 鷹 之 国 政 報 告衆 議 院 議 員

V ol. 6 1 小 林 鷹 之
　 か ら の 手 紙

た かこ ば や し ゆ き

地 元 で の 国 政 報 告 会



に つ い て 提 言 し ま し た 。　 こ れ を 受 け て 、 今 国 会 に 提 出 され た 電 気 事 業 法 等 の 改 正 案 の 中で 事 業 規 律 強 化 の 項 目 が 盛 り 込ま れ ま し た 。 具 体 的 内 容 の 一 部 を示 し ま す 。　 ①

関 係 法 令 の 違 反 事 業 者 に 、

Ｆ

Ｉ Ｔ 等

の 国 民 負 担 に よ る 支 援

を 一 時 留 保 。 違 反 が 解 消 さ れな い 場 合 は 、 支 援 額 の 返 還 命令 。
　 ②

事 業 内 容 を 周 辺 地 域 に 対 し
て 事 前 に 周 知

す る こ と を 認 定

要 件 化
　 ③

委 託 先 事 業 者 に 対 す る 監 督
義 務

　 　 ま た 、 法 律 以 外 で 対 応 で き
る こ と は 速 や か に 措 置 す べ く 、Ｆ Ｉ Ｔ 認 定 の 申 請 時 に お け るパ ネ ル 含 有 物 質 表 示 の 要 件 化や 、 森 林 法 施 行 令 を 改 正 し て太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置 を 目 的と し た 土 地 の 形 質 変 更 許 可 の面 積 縮 小  （ １ ｈ ａ ↓ 0

．
5 ｈ ａ ）

等 の

規 制 強 化

を 行 い ま す 。 さ

ら に 、 今 後 増 加 す る 風 力 発 電設 備 に つ い て も

厳 格 な 運 用

を

行 う こ と に な り ま す 。

 【 地 元 の 道 路  （ 国 道 ）  に つ い て 】● 千 葉 市 中 心 部 の 高 速 道 路 へ の
ア ク セ ス 向 上 や 穴 川 イ ン タ ーチ ェ ン ジ  （ I C ） 周 辺 の 一 般 道路 の 渋 滞 緩 和 の た め の 検 見 川 ・真 砂 ス マ ー ト I C の 設 置 、 併 せて 千 葉 西 警 察 付 近 の 渋 滞 緩 和の た め の 「 検 見 川 立 体 」 と い う高 い 技 術 を 要 す る 工 事 （ 図 1 ）の 具 体 的 な 検 討 を 国 交 省 と 千葉 市 と 連 携 し つ つ 、 加 速 し て いき ま す 。

● 幕 張 ５ 丁 目 交 差 点 の 歩 道 整 備
に 伴 い  （ 図 2 ）  、  イ ト ー ヨ ー カド ー 交 差 点 ま で の 国 道

1 4号 の 両

サ イ ド に 空 間 を 設 け ま す 。 地 元の 高 校 生 た ち の ア イ デ ア も 活 用し つ つ 、 地 域 を 活 性 化 し て い きま す 。
●
道 の 駅 や ち よ の 広 域 防 災 拠 点 化に 伴 う ハ ー ド ・ ソ フ ト 両 面 で の整 備 （ 国 道

1 6号 か ら の ア ク セ ス

強 化 、 防 災 設 備 の 充 実 、 農 業 体験 な ど ）  を 着 実 に 進 め ま す 。
　 令 和 五 年 三 月 吉 日

【 新 型 コ ロ ナ
　 　 　 ２ 類 相 当 か ら ５ 類 へ 】　 2 0 2 0 年 初 に わ が 国 で 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 初 確 認 さ れて か ら ３ 年 間 、  入 院 措 置 や 就 業 制限 な ど 厳 し い 対 応 が 執 ら れ て きま し た が 、

本 年 5 月 8 日

に 感 染 症

法 上 の 位 置 づ け が 、

結 核 や ジ フ テ

リ ア と 同 じ 2 類 相 当 か ら 季 節 性イ ン フ ル エ ン ザ と 同 じ 5 類 へ と 移行
す る こ と に な り ま す 。  そ れ に 先

立 ち 、

3 月 　 日 か ら は マ ス ク の 着

用 が 個 人 の 判 断 に 委 ね ら れ る

こ

と に な り ま し た 。　 こ れ に 伴 い 、 今 後 の 医 療 体 制 は次 の よ う に 変 わ り ま す 。①
ワ ク チ ン ： 2 0 2 3 年 度 中 は 無料

（ 高 齢 者 は 年 2 回 、 そ の 他 は
年 1 回 ）

②
外 来 診 療 ： イ ン フ ル エ ン ザ に 対応 す る 医 療 機 関 で 受 診 可 能

③
医 療 費 ： こ れ ま で 公 費 負 担 であ っ た 入 院 医 療 費 は 最 大 2 万円 補 助

（ 9 月 ま で ）  。

検 査 費 ・ 治

療 費 は 原 則 自 己 負 担 。

な お 、 高

額 薬 に つ い て は 引 続 き 全 額 公費  （ 9 月 ま で ）
　
今 後 、 経 済 社 会 活 動 が コ ロ ナ 前

の 平 時 に 戻 っ て い く こ と に な り ます 。  皆 様 に は 、  手 洗 い や う が い な どの 通 常 の 感 染 対 策 は 続 け て 頂 き つつ 、  地 域 活 動 、  旅 行 、  外 食 な ど 自 由に 過 ご し て 頂 き た い と 思 い ま す 。【 再 エ ネ の 規 制 強 化 】　 2 0 1 2 年 の 固 定 価 格 買 取 制度 （ F I T ）  の 導 入 以 降 、 再 生 可能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 が 急 速 に 進む 中 で 、

太 陽 光 発 電 は 、 平 地 面 積

当 た り 世 界 一 の 導 入 量

に 達 し ま し

た 。  一 方 で 、

災 害 や 環 境 へ の 影 響

や 設 備 の 不 法 投 棄 等 へ の 懸 念 に起 因 す る 地 域 と の ト ラ ブ ル

が 後

を 絶 た な い 状 況 に あ り ま す 。　 昨 年 、 議 員 連 盟 と し て 経 済 産業 省 と 環 境 省 に 、 事 業 者 の 規 模や 立 地 場 所 等 を 踏 ま え た 事 業 規律 の あ り 方 、 森 林 法 に お け る 許可 制 度 の あ り 方 、  関 係 法 令 遵 守違 反 に 対 す る 罰 則 の あ り 方 、FI T 法 に お け る 権 利 の 転 売 規制 の あ り 方 、 太 陽 光 パ ネ ル の 供 給網 の 脆 弱 性 や 廃 棄 問 題 の 解 消 等
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】


